
名称 発射場基礎 

建築年代 昭和 20 年以前 

構造 ・旧・火薬製造所エリアのおよそ中央に位置し、北側には土塁(北側)とコ

ンクリート擁壁、西側には銃器庫、東側は発射場、南側には燃焼実験室

が配される。 

・上部には木造平屋建瓦葺の小屋が存在していた。 

・基礎からは間仕切りにより3部屋構造だったものと考えられる。 

用途 露天式発射場の一部で、射垜に向かって小銃を発砲する建物。 

特徴 ・基礎から東西に並ぶ 3 部屋構造をとることから、西側の部屋から休

憩準備室、中央が次の間(銃士控室、計測統計等の事務連絡室)、東側が

発射室・射撃室と推定される。 
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